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【解　説】

2（1）　（小数・分数）
8
5 ＝5÷8＝0.625

（2）　（割合）

５km＝5000m、６%は0.06倍なので、5000×0.06＝300（m）

（3）　（割合）

400÷500＝0.8　→　８（割）

（4）　（多角形の内角の和）

正15角形の内角の和は　180×（15－2）＝2340（度）

（5）　（対角線の本数）

１つの頂点からは、自分自身と両どなりをのぞく頂点に引け、それぞれの頂点から引く

と２回ずつ引くことになります。

（13－3）×13÷2＝65（本）

（6）　（おうぎ形のまわりの長さ）

8×2×3.14× 45
360 ＋8×2＝22.28（cm）

（7）　（植木算）

池のまわりに木を植えるのと同じように考えることができます。

正方形のまわりの長さは、120×4＝480（m）　　木と木の間は、480÷6＝80（か所）

木の本数と間かくは同数なので、木は80（本）

3 　（数列）

（1）　2，9，16，23，30，37， ，51，58，…

 7
 

7  7  7  7  7  　→ 差が７の等差数列なので、37＋7＝44

（2）　1，4，10，19，31，46， ，85，109，…

 3
 

6  9  12  15  18  　→ 差の数列が、差が３の等差数列なので、　46＋18＝64

（3）　2，3，5，7，11，13，17， ，23，29，…

素数（１と自分自身の２つしか約数を持たない数）の数列です。17の次は19です。

4 　（平均）

（1）　21－（8＋7）＝6（人）

（2）　21人の体重の平
へい

均
きん

が34.1kgなので、　34.1×21＝716.1（kg）

（3）　Ａ班
はん

の体重の合計は、　34.4×8＝275.2（kg）

Ｂ班の体重の合計は、　34.1×7＝238.7（kg）

Ｃ班の体重の合計は、　716.1－（275.2＋238.7）＝202.2（kg）
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よって、Ｃ班の体重の平均は、　202.2÷6＝33.7（kg）

（別解）Ｂ班の体重の平均と５年２組の体重の平均が等しいので、Ｃ班の体重の平均を計

算するときに、Ｂ班をのぞいたＡ班とＣ班のみで計算することもできます。

5 　（円とおうぎ形の面積）

（1）　三角形AOPは直角二等辺三角形なので、APが底辺になる

ように回転させると右図のようになり、高さは５cm。

よって、三角形AOPの面積は、

　10×5÷2＝25（cm2）

（2）　半
はん

径
けい

OAを１辺とする正方形の面積（半径×半

径）は、三角形AOPの２倍なので、　25×2＝50

（cm2）

よって、半円の面積は、

　50×3.14÷2＝78.5（cm2）

（3）　ふたつの半円で、重なっている部分をのぞいた

面積が等しいので、色のついた部分の面積は、

三角形AOPの面積とおうぎ形OBPの面積の和

に等しくなる。

よって、25＋78.5÷2＝64.25（cm2）

6 　（消去算）

（1）　まず、与えられた条
じょう

件
けん

を整理してみます。

ⒶⒶⒶ＋ⒷⒷ＝ⒸⒸⒸⒸ

Ⓑ＋Ⓒ　　　＝ⒶⒶⒶⒶⒶⒶ

ⒶⒶ＋ⒷⒷ＋ⒸⒸ＝280（g）

１つ目の条件を２倍してみると、

　ⒶⒶⒶⒶⒶⒶ＋ⒷⒷⒷⒷ＝ⒸⒸⒸⒸⒸⒸⒸⒸ

よって、Ａ６個
こ

とＢ４個と等しい重さなのは、Ｃ８個。

（2）　（1）の結果をもとに考えます。

　 ⒶⒶⒶⒶⒶⒶ ＋ⒷⒷⒷⒷ＝ⒸⒸⒸⒸⒸⒸⒸⒸ

　　　  ↓ …Ａ６個を２つ目の条件を使ってBとCに置きかえる

　 Ⓑ＋Ⓒ／ ＋ⒷⒷⒷⒷ＝ⒸⒸⒸⒸⒸⒸⒸⒸ／

Ｃ１個ずつを取り除いて考えると、

Ｂ５個と等しい重さなのは、Ｃ７個です。

45°
A

O

P 10cm

A
45°

P

O B

B’

算数─解答と解説



（3）　３つ目の条件を３倍してみると、

　 ⒶⒶⒶⒶⒶⒶ ＋ⒷⒷⒷⒷⒷⒷ＋ⒸⒸⒸⒸⒸⒸ＝280×3＝840（g）

　　　 ↓ …Ａ６個を２つ目の条件を使ってBとCに置きかえる

　 Ⓑ＋Ⓒ ＋ⒷⒷⒷⒷⒷⒷ＋ⒸⒸⒸⒸⒸⒸ＝840（g）

　ⒷⒷⒷⒷⒷⒷⒷ＋ ⒸⒸⒸⒸⒸⒸⒸ ＝840（g）

　　　　　　　　　　　　 ↓…（2）を使ってＣ7個をＢ5個に置きかえる

　ⒷⒷⒷⒷⒷⒷⒷ＋ ⒷⒷⒷⒷⒷ ＝840（g）

B12個の重さが840gだとわかります。

よって、　Ｂ1個は　840÷12＝70（g）

　　　　  Ｃ1個は　70×5÷7＝50（g）

　　　　  Ａ1個は　｛ 280－（70＋50）×2 ｝÷2＝20（g）

7 　（体積・容積）

（1）　容器の内側は外側より、たて、よこともに２cmずつ、高さは１cm短いので、

（14－2）×（12－2）×（8－1）＝840（cm3）

（2）　容器全体の体積から（1）の容積分を引けば、使った板の体積がわかります。

14×12×8－840＝504（cm3）

（3）　長方形の板の厚さは１cmなので、はじめの板の「たて×よこ」は（2）より　504÷1＝504（cm2）

また、容器の内側、外側のたて、よこ、高さは全
すべ

て整数なので、はじめの板のたて、よ

こも整数です。

504を素
そ

因
いん

数
すう

分
ぶん

解
かい

すると「2×2×2×3×3×7」なので、

積が504になる２つの整数の組み合わせは、12組あります。

　1×504、　2×252、　3×168、　4×126、　6×84、　7×72、

　8×63、　9×56、　12×42、　14×36、　18×28、　21×24

ここで、切り分けたうち一番大きな板は12×14なので、12より小さい整数をふくむ組は

条件に合いません。残り４組が、たて×よこの候
こう

補
ほ

になります。

・12×42…12×14を取ると残り12×28で、そこから7×14（２枚）取ると、

　　　　　残りが5×28になり×。

・14×36…12×14を取ると残り14×24で、そこから7×14（２枚）取ると、

　　　　　残りが10×14になり、7×10（２枚）とれるので○。

・18×28…12×14を取ると残りの部分に７cmより短いところができるので×。

・21×24…12×14を取ると残りの部分から7×14、7×10を各１枚とって、

　　　　　残りが12×14になり、さらに7×14をとると5×14になり×。

よって、はじめの長方形はたて14cm、よこ36cmなので、たてはよこの 7
18 倍。
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8 　（条件整理）

（1）　③より、Bグループは８人で男と女は同数なので、

　8÷2＝4（人）

（2）　④より、男の人数が最も多いグループと少ないグループの男の人数の差は３人。

・Bグループが最多のとき　4－3＝1（人）…最少のグループの男の人数

　男は少なくとも11人なので、

　11－（4＋1）＝6（人）…最多の人数より多いので条件に合わない

・Bグループが最少のとき　4＋3＝7（人）…最多のグループの男の人数

　男は多くても12人なので、

　12－（4＋7）＝1（人）…最少の人数より少ないので条件に合わない

・Bグループが真ん中のとき　11－4＝7（人） …残りの男子の人数

　先生が男のとき　7＋1＝8（人）　…残りの男の人数

　　（8－3）÷2＝2.5…人数が整数にならないので条件に合わない

　先生が女のとき　（7－3）÷2＝2（人）…男が最少のグループの男の人数

　　7－2＝5（人）…男が最多のグループの男の人数　→　条件に合う

よって、先生は女となる。

（3）　Ａグループは女が最も多いので、男は最も少ない。

（2）より、最少の男の人数は２人。

よって、Aグループの女の人数は、　8－2＝6（人）
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小学５年  社会 ── 解答と解説

1
問２

21

問１

22 23 24

問６ 問７ 問８ 問９

問８問７問４ 問５ 問６

29 302827 31

38 414039

2

3

問10

43 4542 44

問11 問12

（1） （2）

問13

47 4946 48

問14 問15

（1） （2）

4

問９

32

373534 36

問１ 問２ 問３ 問４ 問５

33

問３ 問４

（配点）
　  問８　４点
上記以外　各２点　計100点
3

問１ 問２

50 51 52 53

問１ 問２ 問３ 問４

63 67666564

（農業）

（海流）

問６ 問７問５

54 55 56

問３

25 26

（1） （2）

問５ 問６

6968

（1） （2） （1） （2） （3）

問13問12問９ 問10 問11

60 615958 62

57

問８

から。

イ エ ウエア ア

エネルギー革命（かくめい）

近郊（きんこう）中国／中華人民共和国
（ちゅうごく／ちゅうかじんみんきょうわこく）

ア ウ ア エ

エ エ ウ イ ア

ウア オーストラリア ウ

品 種 改 良 アイ

イ エ

イ

エ

イア対馬（つしま） 潮目（しおめ）

ウ イ イ

イ

イ ウ

ウ ぶ な ア ウ

エ 真珠（しんじゅ） ア ウエ

経 済 水 域 が 設 定 さ れ た

こ と に よ り 漁 獲 し に く

く な っ た

社会─解答と解説



1
問２

21

問１

22 23 24

問６ 問７ 問８ 問９

問８問７問４ 問５ 問６

29 302827 31

38 414039

2

3

問10

43 4542 44

問11 問12

（1） （2）

問13

47 4946 48

問14 問15

（1） （2）

4

問９

32

373534 36

問１ 問２ 問３ 問４ 問５

33

問３ 問４

（配点）
　  問８　４点
上記以外　各２点　計100点
3

問１ 問２

50 51 52 53

問１ 問２ 問３ 問４

63 67666564

（農業）

（海流）

問６ 問７問５

54 55 56

問３

25 26

（1） （2）

問５ 問６

6968

（1） （2） （1） （2） （3）

問13問12問９ 問10 問11

60 615958 62

57

問８

から。

イ エ ウエア ア

エネルギー革命（かくめい）

近郊（きんこう）中国／中華人民共和国
（ちゅうごく／ちゅうかじんみんきょうわこく）

ア ウ ア エ

エ エ ウ イ ア

ウア オーストラリア ウ

品 種 改 良 アイ

イ エ

イ

エ

イア対馬（つしま） 潮目（しおめ）

ウ イ イ

イ

イ ウ

ウ ぶ な ア ウ

エ 真珠（しんじゅ） ア ウエ

経 済 水 域 が 設 定 さ れ た

こ と に よ り 漁 獲 し に く

く な っ た

社会─解答と解説



【解　説】

1　工業に関する問題

問１（１）アは愛知県や静岡県に多くある

ことから自動車工場、イは大
だい

規
き

模
ぼ

な鉄
てっ

鋼
こう

工場、ウは原料である石
せっ

灰
かい

石
せき

が豊富な山

口県や埼玉県に工場があることからセメ

ント工場、エは富士山
さん

麓
ろく

の豊富な地下水

を活かした静岡県富士市などに工場があ

ることから、パルプ・紙の工場の分
ぶん

布
ぷ

と

分かります。大規模な鉄鋼工場は輸
ゆ

出
しゅつ

入
にゅう

に便利な臨
りん

海
かい

部
ぶ

に立地しています。

　（２）ボーキサイトはアルミニウムの原

料です。アルミニウム生産には多量の電

力を必要としますので、安い電力を得ら

れる中国やカナダ、ロシアなどでの生産

が中心となっています。

問２（１）アは日本、イはアメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

、ウはドイツ、エは中国です。

　（２）日本の自動車産業は貿
ぼう

易
えき

摩
ま

擦
さつ

を解
かい

消
しょう

することを目的にアメリカなどでの現
げん

地
ち

生産を進めてきました。近年は人
じん

件
けん

費
ひ

が安いことなどからアジアでの現地生産

も進んでいて、その結果海外生産の割
わり

合
あい

が増
ぞう

加
か

しています。

　（３）自動車の組み立て工場は、神奈川県、

静岡県、愛知県など関東地方から中部地

方の東海地区にかけて集中しています。

四国地方には自動車組み立て工場はあり

ません。

問３　コンピュータはメモリやハードディ

スクなどを組み合わせて作ります。コン

ピュータの組み立てには複
ふく

雑
ざつ

な工
こう

程
てい

がな

く、比
ひ

較
かく

的
てき

容
よう

易
い

な作業のため人件費が安

く急速に設
せつ

備
び

を整えた中国での生産が有

利になります。

問４　日本の原油の輸入相手国は多い順に

サウジアラビア、アラブ首長国連
れん

邦
ぽう

、カ

タール、ロシアとなっています。

問５　エネルギー革
かく

命
めい

は、広い意味ではエ

ネルギー源
げん

の中心が移
い

行
こう

することです

が、一
いっ

般
ぱん

的
てき

には日本で1960年代にエネ

ルギー源が石炭から石油に転
てん

換
かん

したこと

を指します。

問６　2013年の北海道の食料品工業の生
せい

産
さん

額
がく

は、約１兆9498億円となっていま

す。

問７　せんい工業は、第二次世界大戦前は

日本を代表する工業でしたが、近年は中

国を中心とするアジア諸
しょ

国
こく

との競争が激
はげ

しく、事業所数、製
せい

造
ぞう

品
ひん

出荷額等とも減
げん

少
しょう

を続けています。

問８　ウールは羊毛のことです。化学せん

いに含
ふく

まれない天然せんいには、ウール

の他に植物からつくられる綿
わた

と麻
あさ

、蚕
かいこ

の

繭
まゆ

からつくられる生糸などがあります。

問９　2013年の工業種類別製造品出荷額

割合は、食料品工業が約34兆6324億円、

金属工業が約40兆958億円、せんい工業

が約３兆9059億円、機械工業が約127兆

5511億円です。機械工業は日本の工業

製造品出荷額の約43.4％を占めていま

す。

2　農業に関する問題

問１　水田にたくわえられた水は米の生産

に使用され、工業用水として使用される

ことはありません。

問２　食生活の洋風化とは、栄養源として

社会─解答と解説



の穀
こく

物
もつ

の割合が減少し、代わりに肉や

卵
たまご

、牛
ぎゅう

乳
にゅう

などの動
どう

物
ぶつ

性
せい

タンパク質
しつ

や果物、

野菜などの割合が増加することをいいま

す。

問３　2013年の農業産出額割合は、畜
ちく

産
さん

物
ぶつ

、野菜、米、果実の順になっています。

産出額でみると畜産物は約２兆7100億

円、野菜は約２兆2500億円、米は約

１兆7800億円、果実は約7600億円とな

ります。

問４　2014年に米の収
しゅう

穫
かく

量
りょう

が最も多かっ

た都道府県はイの新
にい

潟
がた

県で、約65万

6900トンでした。以下北海道、アの秋

田県、ウの山形県と続きます。エの茨
いばら

城
き

県は第５位です。

問５　東北地方、北陸地方の各県や北海道

で米の生産が多いのは、品種改良により

寒さや気候の変化に強い品種がつくられ

てきたことなどの理由もあります。

問６　品種改良は収穫量の増加や生産の安

定などの目的のために、新しい種類の作

物などをつくりだすことです。この結果

熱帯性の作物であった米を、北海道でも

栽
さい

培
ばい

することができるようになりまし

た。

問７　代かきは水田に水を入れてたいらに

する作業です。育
いく

苗
びょう

は育苗箱に種
たね

籾
もみ

を播
ま

いてビニルハウスの中で育てる作業、田

起こしは固くなった土を深く耕
たがや

すなどの

作業、中
なか

干
ぼ

しは７月頃
ころ

水田の水を抜
ぬ

いて

一度水田を乾
かわ

かす作業のことで、この作

業により土に酸
さん

素
そ

が入り稲
いね

の根が良くの

びるようになります。

問８　稲刈
か

りに使用するのはアのコンバイ

ンです。イの耕
こう

耘
うん

機
き

は田や畑を耕す時に、

ウのトラクターは田起こしや代かきに、

エの田植え機は田植えに使用します。

問９　施
し

設
せつ

園芸は気温が低い時期に、ビニ

ルハウスなどの施設を利用して夏が旬
しゅん

の

作物を栽培することができます。しかし

室内を暖
あたた

めるための暖
だん

房
ぼう

費
ひ

がかかった

り、台風で施設が倒
とう

壊
かい

しないようにする

ためなどの対
たい

策
さく

に費用がかかります。

問10（１）アはピーマン、イはキャベツ、

ウはにんじん、エはレタスの生産量の多

い上位４つの都道府県を示しています。

　（２）野菜の輸入量のうち中国からのも

のがほぼ半分を占
し

めていますが、特に冷

凍野菜が多くなっています。

問11　大豆は東アジア原産の作物で、豆
とう

腐
ふ

やしょう油、みそなど日本人の食生活

に欠かせない食品の原料となっていま

す。赤飯はもち米と小豆またはささげで

つくられます。

問12　大都市の近
きん

郊
こう

で野菜や花
か

卉
き

などの

栽培を行う農業を近郊農業といいます。

問13　アは肉用牛、イは肉用若
わか

鶏
どり

、ウは

乳
にゅう

用
よう

牛
ぎゅう

、エは採
さい

卵
らん

鶏
けい

の飼
し

育
いく

頭羽数の多い

上位４つの都道府県を示しています。肉

用牛の飼
し

養
よう

頭数は、多い順に北海道、鹿
か

児
ご

島
しま

県、宮
みや

崎
ざき

県、熊
くま

本
もと

県となっています。

問14（１）日本が最も多く牛肉を輸入し

ている相手国はオーストラリアです。国

別の牛肉の生産量ではアメリカ合衆国、

ブラジル、中国、アルゼンチン、オース

トラリアの順になります。

　（２）Ａは豚
ぶた

肉
にく

、Ｂは牛肉、Ｃは鶏
とり

肉
にく

です。

牛肉の消費量は1991年の輸入自由化以
い

社会─解答と解説



降
こう

増加してきましたが、2001年に国内

でBSE（牛
うし

海
かい

綿
めん

状
じょう

脳
のう

症
しょう

）が発生したこ

とを契
けい

機
き

に大きく減少し、それ以降も低
てい

迷
めい

しています。日本はBSEの原
げん

因
いん

とな

るえさの管理が進み、現
げん

在
ざい

、国
こく

際
さい

獣
じゅう

疫
えき

事
じ

務
む

局
きょく

（OIE）によって問題のない国とさ

れています。

問15　家
か

畜
ちく

の飼
し

料
りょう

にはとうもろこしや牧

草などが使用されています。外国からの

輸入の割合が高いと、飼料価
か

格
かく

が変化す

ることの影
えい

響
きょう

を受けやすくなり、国内の

畜
ちく

産
さん

物
ぶつ

の価格が不安定になります。近年

世界各国の穀
こく

物
もつ

需要が増加していて、特

にとうもろこしは自動車用の燃
ねん

料
りょう

の原料

として急速に需要が高まっているため、

飼料用のとうもろこしが不足し価格が値
ね

上
あ

がりするという問題が起きています。

3　水産業に関する問題

問１　対馬海流は、日本海流から分かれて、

日本海を北東へと流れています。

問２　暖
だん

流
りゅう

と寒流がぶつかる場所を潮
しお

目
め

と

いいます。潮目では海流の上昇運動が起

こり、海底に沈
ちん

殿
でん

した栄養分が上
じょう

昇
しょう

して

くるため、プランクトンが集まって好漁

場となっています。Ｂは日本海流、Ｃは

千島海流です。

問３　アは日本、イは中国、ウはアメリカ

合衆国、エはデンマークです。日本の漁
ぎょ

獲
かく

量
りょう

は、2000年においては世界３位と

なっていましたが、年々減少傾
けい

向
こう

にある

ため、世界一の水産物輸入国となってい

ます。

問４　銚
ちょう

子
し

港は利根川の河
か

口
こう

にあり、第二

次世界大戦前は河口が狭
せま

い上に土
ど

砂
しゃ

の堆
たい

積
せき

が激
はげ

しく遭
そう

難
なん

事
じ

故
こ

が多発していました

が、1960年頃から埋
う

め立
た

てや防
ぼう

波
は

堤
てい

の

工事が進められ、安全かつ大規模な港
こう

湾
わん

に変
へん

容
よう

しています。2013年の水
みず

揚
あ

げ量

が約21万５千トンで、漁港別では日本

で最も多くなっています。アは釧
くし

路
ろ

港、

ウは焼
やい

津
づ

港、エは境
さかい

港です。

問５　巻
ま

き網
あみ

漁は、網を袋
ふくろ

のようにして魚

の群
む

れを囲み主としていわし、さば、か

つおなどを漁獲します。

問６　沖
おき

合
あい

漁業は200カイリ内の日本の排
はい

他
た

的
てき

経
けい

済
ざい

水
すい

域
いき

で数日かけて行う漁業のこ

とです。沖合漁業の漁獲高は、1980年

代後半よりマイワシの漁獲量が減少した

ことにより大きく減少しました。

問７　2013年の魚種別漁獲量はいわし類、

さば類、かつお類の順になっています。

水産物全体ではほたて貝がいわし類、さ

ば類に次いでいます。

問８　領
りょう

海
かい

を除
のぞ

く海岸線から200カイリま

での部分の資
し

源
げん

についての主
しゅ

権
けん

を沿
えん

岸
がん

国
こく

が設
せっ

定
てい

し始め、この水域で漁業を行うに

は沿岸国の許
きょ

可
か

が必要となりました。こ

れによって日本の遠洋漁業は大きな打
だ

撃
げき

を受け、すけとうだらの漁獲量も急
きゅう

減
げん

し

ました。

問９　2014年の日本の水産物輸入を金
きん

額
がく

順
じゅん

で見た場合、えびが約2262億円、さけ・

ますが約1901億円、まぐろが約1869億

円、かにが約614億円となります。輸入

量ではさけ・ますが最も多くなっていま

す。

問10　三重県志摩半島の英
あ

虞
ご

湾
わん

では、真
しん

社会─解答と解説



珠
じゅ

の養殖が20世紀の初め頃から始まり

ました。三重県の2013年の養殖真珠の

収穫量は現在愛媛県、長崎県についで第

３位となっています。

問11　アはうなぎ、イはぶり類、ウはか

き類、エはのり類です。うなぎは海で取

れた稚
ち

魚
ぎょ

を育てて出荷しますが、近年稚

魚の不漁が続いていて絶
ぜつ

滅
めつ

も危
き

惧
ぐ

されて

います。にほんうなぎの産卵場所は長い

間不明でしたが、2006年にグアム島付

近であることが解明されました。ぶり類

は鹿児島県長島町の八代海など、かき類

は広
ひろ

島
しま

県の広島湾など、のり類は佐
さ

賀
が

県

や福
ふく

岡
おか

県の有明海沿岸などが中心となっ

ています。

問12　漁業就
しゅう

業
ぎょう

者
しゃ

のうち、15 ～ 59歳
さい

の男
だん

性
せい

が占める割合を示
しめ

した図からは、漁業

収
しゅう

入
にゅう

に関することは読み取れません。漁

業就業者は仕事がきつい割
わり

に収入がよく

ないことなどもあって減少を続けていま

す。

問13　水産資源を守るためには、取りす

ぎを防
ふせ

ぐため網の目を大きくする必要が

ありますのでウが誤りとなります。

4　林業に関する問題

問１　日本の森林面積は2007年で約2510

万haとなっていて、これは国土面積約

3700万haの約66％となります。

問２（１）広
こう

葉
よう

樹
じゅ

は幅
はば

の広い葉を持つ木で、

さくら、しい、かしなどの他にぶななど

があります。針
しん

葉
よう

樹
じゅ

は細長い葉を持つ木

で、ひのきの他にすぎ、まつなどがあり

ます。

　（２）青森県と秋田県にまたがって広が

る白神山地は、標高1000m ～ 1250mほ

どの山地で、広大なブナの原生林が広が

っていることなどから、1993年に日本

で最初に世界遺
い

産
さん

として登録されまし

た。

問３　森林からの栄養分豊かな水が海に流

れ込むことにより、かきやのりなどの水

産物がよく育つことが分かったため、漁

師による植林が行われている地域もあり

ます。

問４　間
かん

伐
ばつ

は10年おきに２回ほど行う作

業です。枝
えだ

打
う

ちは下枝を切り落とす作業、

植林は苗
なえ

木
ぎ

を植える作業、下草刈りは木

の生長を妨
さまた

げる草を刈る作業です。

問５　図中の国々はいずれも北半球の中
ちゅう

緯
い

度
ど

から高緯度に位置していて、針葉樹林

が広がっています。けやきは日本から東

アジアに分布している広葉樹です。

問６　アは米、イは野菜、ウは木材、エは

大豆です。

（記述問題の採点について）
・�解答の字数制限に従っていない
場合…不正解
・�明らかな誤字・脱字がある場合
��…－１点
・�文章・文末表現の不備がある場合
��…－１点
3問８

「経済水域」の語句が使用されてい

ない場合…不正解

社会─解答と解説



小学5年  理科  ── 解答と解説

1

2

29 （完答）30 （完答）31

（5） （7）

記
号

25 （完答）26 27 28

（5） （6） （7）

42 43 44

（1） （2） （3）

（完答）35 （完答）36 37

（5） （7）（6）

cm

4

45 46 （完答）47

（1） （2） （3）

21 22 23 24

（1） （2）

（6）

（3） （4）

cm cm

38 39 40

（1） （2） （3） （4）

3

41

（4）

32 33 34

A B C

（4） （5）

48 49 50

A B

（7） （8）

（完答）52 53

長
い

短
い

□1　各3点×8＝24点
□2　各3点×9＝27点
□3　各3点×7＝21点
□4　（6）4点
　　他各3点×8＝24点

計100点

（配点）

名
前

枚

51

（6）

本 本

1.0 イ・オ イ 道管

台風 エ ア

エ ウ ア

柱頭 子房 受粉

4 2 オ

B イ・オ Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ

イ 4 ア・オ

蒸散（作用） 気孔 10 0.6

ウ エ ウ へん西風

C・D Ａ・Ｄ Ｃ

虫 を 集 め る た め 。

じょうさん き  こう

ちゅうとう し  ぼう

どう かん

じゅ ふん

せい ふう

理科─解答と解説
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【解　説】

1　蒸
じょう

散
さん

作用についての問題

（1）植物は葉やくきから水を蒸
じょう

発
はつ

させる

ことによって、根から新しい水と水にと

けた栄養分（肥料）を吸い上げています。

このはたらきを蒸
じょう

散
さん

（作用）とよんでいま

す。

（2）気
き

孔
こう

は、三日月形をした２つの孔
こう

辺
へん

細

胞によってできたすき間で、植物はこの

気孔の広さを変えることによって蒸散す

る水の量を調節しています。

（3）グラフより、枝Ａの入ったメスシリン

ダーの水面は５時間に10cm下がったこ

とがわかります。

（4）グラフより、枝Ｄの入ったメスシリン

ダーの水面は、５時間に３cm下がった

ことがわかるので、１時間では、3÷5

＝0.6（cm）下がると考えられます。

（5）枝Ａは葉の表とうら、そしてくきと水

面から水が蒸発していて、１時間に蒸発

した水の量は、10÷5＝2.0（cm）に相当

します。一方、葉のうらにワセリンをぬ

って気孔をふさいだ枝Ｃは、１時間に5

÷5＝1.0（cm）分だけ水が蒸発していま

す。この２つをくらべると、葉のうらか

ら蒸発した水の量が求められるので、2

－1＝1.0（cm）が答えになります。

（6）（5）と同様にして、枝Ａと枝Ｂをくら

べることによって、葉の表から蒸発した

水の量を求めると、2－1.6＝0.4（cm）分

になります。このことから、葉の表より

うらから蒸発した水の量の方が多いこと

や、葉の両面から蒸発する水の量はくき

や水面から蒸発する水の量より多いこと

がわかります。しかし、この実験方法で

は水面からも水が蒸発してしまってい

て、くきだけから蒸発する水の量がわか

らないので、葉の表から蒸発する水の量

より多いか少ないかは判断できません。�

※枝ごとの水が蒸発する場所と、１時間

あたりの水面の高さの変化（蒸発量）をま

とめると、下の表のようになります。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

葉の表 ○ × ○ ×

葉のうら ○ ○ × ×

くき ○ ○ ○ ○

水面 ○ ○ ○ ○

蒸発量（cm） 2.0 1.6 1.0 0.6

　この表から

　であることがわかりますが、くきと水面

からそれぞれどれだけ蒸発しているかは

わかりません。

　　このような実験を行

うときは、右図のよう

に液体の油を水面に数

滴浮かべると、水面か

ら水が蒸発してしまう

ことを防ぐ「ふた」の役

割をしてくれるので、くきだけから蒸発

する水の量を調べることができるように

なります。

（7）根から吸い上げた水と水にとけた養

分（肥料）を運んでいるのが、図２のイに

見られるように維
い

管
かん

束
そく

（形
けい

成
せい

層
そう

をはさむ

・葉の表からの蒸発量…0.4（cm）
・葉のうらからの蒸発量…1.0（cm）
・�くきと水面からの蒸発量の合計　　
…0.6（cm）

油

水

理科─解答と解説



ように丸くならんでいる道
どう

管
かん

と師
し

管
かん

があ

わさった束
たば

）の内側を通る道管です。一

方、光合成によって作られたでんぷんを

糖に変えて全身に運ぶのが、図２のウに

見られるように維管束の外側を通る師管

です。

表皮
ひょうひ

形成層

維管束
道管

（くきの内側）
師管

（くきの外側）

2　こん虫についての問題

（1）図２のように、とっくり（お酒を入れ

る容器）ににた形の卵をうむのは、図１

のＢにえがかれたモンシロチョウです。

（2）モンシロチョウの幼虫はアブラナ・ダ

イコン・キャベツといったアブラナ科の

葉を食べて育つので、メスのモンシロチ

ョウはこれらの葉のうらに卵をうみつけ

ます。

（3）こん虫は４枚のはねを持つものが多

いですが、図１のＣにえがかれたテント

ウムシなどのように２枚の前羽が厚く、

２枚の後羽はうすいこん虫もいます。ま

た、ハエやカなどのようにはねを２枚し

か持たないものや、ノミやはたらきアリ

などのようにはねがないこん虫もいま

す。

（4）アはテントウムシ、イはトンボ、ウは

モンシロチョウ、エはセミがそれぞれ幼

虫であるときのすがたです。イのような

トンボの幼虫をヤゴといい、ウのような

モンシロチョウの幼虫をアオムシといい

ます。

（5）こん虫の食べ物はいろいろあります

が、他の小さな虫を食べるこん虫はＣの

テントウムシとＤのトンボです。Ａのセ

ミは樹
じゅ

液
えき

を吸い、Ｂのモンシロチョウは

花のみつを吸って生活しています。

（6）ＡのセミとＤのトンボは卵→幼虫→

成虫と変化していき、さなぎの時期があ

りません。このような育ち方を不完全変

態といい、ほかにコオロギやバッタなど

が同じような育ち方をします。一方、Ｂ

のモンシロチョウとＣのテントウムシは

卵→幼虫→さなぎ→成虫と変化していき

ます。このような育ち方を完全変態とい

います。

（7）Ｃのテントウムシだけは枯れ葉の下

などで、成虫の状態のままで冬越しをし

ています。Ａのセミはおもに幼虫の状態

で土の中で冬越しをし、Ｂのモンシロチ

ョウはさなぎの状態で細い木の枝などに

糸で固定して冬越しをし、Ｄのトンボは

水の中で幼虫の状態になって冬越しをし

ます。

3　天気の変化についての問題

（1）空気中にある水蒸気のすがたを目で

見ることはできませんが、この水蒸気が

冷やされたり圧力が変化したりすること

によって、細かい水てきや氷の粒に変わ

ると白く見えるようになります。このよ

うにしてできた白いけむり状のものが雲

です。

（2）図１にえがかれているような、もくも
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くとたてに大きくのびる雲は積
せき

乱
らん

雲
うん

で

す。この積乱雲は入
にゅう

道
どう

雲
ぐも

またはかみなり

雲とよばれることもあります。

（3）積乱雲がある真下の地点では、ぶ厚い

雲のかたまりで日光がさえぎられるため

に暗くなっていて、かみなりをともなっ

た大粒のはげしい雨がふることが多くな

ります。

（4）日本のある中緯
い

度
ど

の地域においては、

上空にたえず偏
へん

西風とよばれる西からの

風がふいているため、雲は西から東の地

方へと移動していくことが多く、天気も

西から順に変化していきます。

（5）天気図のＡに見られるような中央の

気圧が低く、等圧線が間かくのせまい同

心円状になっている部分は台風を表して

います。台風は、熱帯地方の西太平洋上

で発生した強い低気圧のうち、中心付近

の風速が17.2m以上になったものです。

台風は１年中発生していますが、８月下

旬から９月にかけては本州に接近したり

上陸したりすることが多くなります。

（6）北緯40度付近（青森県のあたり）に見

られる停たい前線は、帯状に広がる雲の

集まりで、この雲がかかっている地域に

おいては、しとしとと粒の細かい雨が長

時間ふっています。

（7）図の記号は、風向き・風の強さ（風力）・

天気を表しており、○は快晴、 は晴れ、

◎はくもり、●は雨を示しています。天

気を表す記号からのびる線の方向が風向

きを示し、その横に書かれる線の本数が

風力を表しています。図３のような場合

では東からの風で風力２，天気はくもり

というように読み取ります。

4　アブラナの花についての問題

（1）アブラナの小さな花びらは黄色をし

ています。

（2）アブラナの花は、４枚の花びら（花
か

弁
べん

）

が十の字についています。

（3）アブラナは４枚の花びらがそれぞれ

離
はな

れるようについていることから『離
り

弁

花』のなかまに入りますが、サクラやエ

ンドウも５枚の花びらが離れるようにつ

いています。一方、アサガオ・ヘチマ・

タンポポは花びらがひとかたまりについ

ていて、１枚１枚を取り外すことができ

ません。このような花びらを持つ花を�

合
ごう

弁
べん

花とよんでいます。

（4）図において、めしべのＡの部分は柱
ちゅう

頭
とう

で、わずかにねばり気があって花粉がつ

きやすくなった部分です。一方、めしべ

のＢの部分は子
し

房
ぼう

で、やがて実になる部

分です。

（5）おしべのやくで作られた花粉が、めし

べの柱頭につくことを受
じゅ

粉
ふん

といいます。

受粉が行われると、種子や実ができるよ

うになります。

（6）花のみつを吸って生活する虫は、図の

めしべにえがかれているみつせんから出

るみつを求めて花にやってきます。する

と、おしべの先にある花粉が虫の体につ

き、この虫が飛びまわることによって花

粉がめしべの柱頭へと運ばれることで受

粉をします。

（7）アブラナの花には６本のおしべがあ

りますが、そのうち４本は図のＣのよう
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に長いおしべで、２本はＤのように短く

なっています。

（8）関東地方では、早いもので２月ごろに

はウメが咲き始めます。そして３月上旬

ごろにアブラナの黄色い花が咲き、３月

下旬ごろにサクラが満開になります。こ

のことから、オが答えとなります。

（記述問題の採点について）
・�解答の字数制限にしたがって
��いない場合・・・不正解
・�明らかな誤字・脱字がある場合
��・・・－１点
・�文章表現の不備がある場合
��・・・－１点
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由
が
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
発
電
所
そ
の
も
の
は
日
本
中
に
作
ら
な
く

て
も
い
い
の
で
、
ア
や
イ
は
地
熱
発
電
が
で
き
な
い
理
由
に
は
な
り
ま

せ
ん
し
、
発
電
後
の
温
水
は
、
あ
く
ま
で
も
温
水
で
す
か
ら
、「
こ
の
国
」

の
よ
う
に
温
泉
プ
ー
ル
に
で
も
利
用
す
れ
ば
す
み
ま
す
。
ウ
も
地
熱
発

電
が
で
き
な
い
理
由
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

問
六　
「
石
油
や
石
炭
を
燃
や
す
火
力
発
電
は
大
量
の
二
酸
化
炭
素
を
出

す
し
」
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
も
う
一
度
、
こ
こ
で
、

「
石
油
を
大
量
に
燃
や
し
て
地
球
を
汚よ
ご

し
な
が
ら
…
…
」
と
く
り
返
し

て
い
る
の
で
す
。

問
七　

前
半
で
は
Ｓ
さ
ん
の
家
で
話
を
し
て
い
て
、
水
道
が
た
だ
だ
っ
た

り
、
安
く
温
水
が
使
え
た
り
す
る
こ
と
に
び
っ
く
り
し
た
と
い
う
こ
と

が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
後
半
で
は「
も
う
ひ
と
つ
日
本
と
ち
が
う
こ
と
」

と
し
て
電
気
代
が
非
常
に
安
い
こ
と
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
理
由
を
説
明

し
て
い
ま
す
。

問
八　

選せ
ん

択た
く

肢し

の
う
ち
、
次
の
部
分
に
着
目
し
ま
し
ょ
う
。

　

ア�　
「
家
庭
ま
で
、
直
径
一
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
パ
イ
プ
が
原
野
の
上
を

え
ん
え
ん
と
は
っ
て
い
る
」
が
あ
や
ま
り
で
す
。
町
の
貯
蔵
タ
ン
ク

ま
で
は
そ
の
よ
う
に
温
水
が
運
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
町
の
タ
ン
ク
か

ら
各
家
庭
ま
で
は
「
地
下
の
パ
イ
プ
」
で
温
水
が
供
給
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

イ�　
「
夏
の
あ
い
だ
は
町
の
人
々
に
開
放
さ
れ
て
い
る
」
が
あ
や
ま
り

で
す
。
本
文
に
は
「
夏
だ
け
で
は
な
い
。
地
面
に
雪
が
つ
も
っ
て
い

る
真
冬
で
も
…
…
楽
し
ん
で
い
る
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

ウ　

本
文
の
内
容
に
あ
っ
て
い
ま
す
。

　

エ�　
「
高
価
な
電
気
を
安
価
な
石
油
や
石
炭
の
代
わ
り
に
用
い
て
い
る
」

が
あ
や
ま
り
で
す
。
地
熱
発
電
や
水
力
発
電
を
お
こ
な
っ
て
い
る
こ

の
国
で
は
、
電
気
代
が
安
い
の
で
す
。

　

�　
「
こ
と
ば
の
き
ま
り
」
に
関
す
る
出
題
で
す
。

　

①　
「
か
ら
」
は
出
発
点
を
示
す
こ
と
ば
で
す
。

　

②　

か
る
く
例
を
あ
げ
る
と
き
に
「
で
も
」
を
使
い
ま
す
。

　

③　
「
の
に
」
は
逆
接
の
は
た
ら
き
を
し
ま
す
。

　

④　
「
ま
で
」
は
到と
う

達た
つ

点
を
示
し
ま
す
。

　

⑤　
「
だ
け
」
は
そ
れ
だ
け
と
限
定
す
る
こ
と
ば
で
す
。
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�　

島し
ま

村む
ら

英ひ
で

紀き

の
「
地じ

震し
ん

と
火
山
の
島
国
―
極
北
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で
考
え
た

こ
と
―
」
か
ら
出
題
し
ま
し
た
。

　

北
極
圏け
ん

の
島
国
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で
く
ら
し
た
筆
者
は
そ
こ
で
の
経
験
を

述
べ
て
い
ま
す
。
本
文
の
前
半
で
は
氷
河
と
火
山
の
利
点
を
生
か
し
て
、

水
道
は
た
だ
、
温
水
も
安
く
使
え
る
便
利
さ
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

本
文
の
後
半
で
も
や
は
り
火
山
と
氷
河
を
生
か
し
て
、
地
熱
発
電
や
水
力

発
電
を
お
こ
な
い
、
安
く
ク
リ
ー
ン
な
電
気
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
う
豊
か
な

く
ら
し
を
え
が
い
て
い
ま
す
。

問
一　

最
初
の
四
段だ
ん

落ら
く

に
説
明
さ
れ
て
い
る
内
容
に
着
目
し
ま
し
ょ
う
。

　

１�　

最
初
の
段
落
に
、「
こ
の
国
で
は
家
庭
の
水
道
代
は
た
だ
な
の
だ
」

と
あ
り
、
第
二
段
落
で
は
、
そ
れ
を
も
う
一
度
「
水
道
が
た
だ
だ
と

い
う
ほ
か
に
」、「
ど
の
家
に
も
温
水
が
来
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
を

つ
け
加
え
て
い
ま
す
。

　

２�　
「
水
道
代
が
た
だ
」
と
い
う
理
由
は
第
一
段
落
で
「
水
が
た
だ
な

の
は
、こ
の
国
に
は
氷
河
が
溶と

け
た
水
が
い
く
ら
で
も
あ
る
か
ら
だ
」

と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
温
水
が
安
く
使
え
る
理
由
は
、
第
二
段
落

で
ま
ず
「
温
水
は
水
道
と
同
じ
よ
う
に
、　
で
供き
ょ
う

給き
ゅ
う

さ
れ
て

い
る
（
か
ら
）」
と
説
明
し
、
さ
ら
に
「
温
水
は
た
だ
で
は
な
い
が

…
…
」
の
段
落
以
降
に
「
こ
の
国
は
全
国
の
ほ
と
ん
ど
ど
こ
で
も
温お
ん

泉せ
ん

が
わ
い
て
い
る
（
か
ら
）」
と
説
明
を
加
え
て
い
ま
す
。
ど
こ
で

も
温
泉
が
わ
い
て
い
て
、
そ
れ
を
す
べ
て
の
家
庭
に
供
給
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
た
し
か
に
、
安
く
温
水
を
使
う
こ
と
が
で
き
そ
う
で

す
。

問
二　

少
し
あ
と
の
段
落
に
「
各
家
庭
ま
で
は
地
下
の
パ
イ
プ
で
温
水
が

配
ら
れ
る
」、「
家
庭
ま
で
地
下
の
パ
イ
プ
で
温
泉
を
配
っ
て
い
る
と
こ

ろ
は
め
っ
た
に
な
い
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

問
三　

ま
ず
「
だ
か
ら
」
に
着
目
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
「
だ
か
ら
」
は
直

前
の
「
ど
の
家
に
も
温
水
が
来
て
い
る
こ
と
だ
」
を
受
け
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
一
つ
の
理
由
は
、
各
家
庭
に
温
水
が
供
給
さ
れ
て
い
る

こ
と
だ
と
わ
か
り
ま
す
。ほ
か
に
も
う
一
つ
理
由
が
あ
る
は
ず
で
す
が
、

そ
れ
は
ほ
か
の
部
分
に
書
か
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
、「
温
室
」
と
い

う
こ
と
ば
を
手
が
か
り
に
本
文
を
読
み
す
す
め
る
と
、「
こ
の
国
は
寒

い
国
な
の
で
野
菜
や
果
物
が
育
て
ら
れ
な
い
。
だ
か
ら
こ
の
国
で
は
、

農
家
で
も
野
菜
や
果
物
は
地
熱
を
使
っ
て
温
室
で
作
っ
て
い
る
の
で
あ

る
」
と
い
う
説
明
が
見
つ
か
り
ま
す
。
寒
く
て
野
菜
も
果
物
も
育
て
ら

れ
な
い
こ
の
国
で
は
、
農
家
も
一い
っ

般ぱ
ん

の
家
庭
も
温
室
を
利
用
し
て
い
る

の
だ
と
わ
か
り
ま
す
。
温
水
は
使
わ
な
く
て
も
お
金
が
か
か
る
と
か
、

ほ
か
の
国
以
上
に
野
菜
が
必
要
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
本
文
に
は
書
か

れ
て
い
ま
せ
ん
。

問
四　

こ
の
後
に
ま
ず
「
電
気
代
が
安
い
の
は
地
熱
で
多
く
の
電
気
を
作

っ
て
い
る
か
ら
だ
」
と
そ
の
理
由
が
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
四
字
の
こ

と
ば
と
し
て
は
「
地
熱
発
電
は
…
…
い
い
発
電
方
法
で
あ
る
」
と
、

「
地
熱
発
電
」
が
み
つ
か
り
ま
す
。
さ
ら
に
「
こ
の
国
に
は
、
こ
の
ほ

か
に
水
力
発
電
も
あ
る
」
と
つ
け
加
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
石
油
や
石
炭

を
燃
や
す
火
力
発
電
に
く
ら
べ
、
水
力
発
電
も
安
く
電
気
を
作
れ
る
発

電
方
法
な
の
で
す
。

問
五　

こ
の
直
後
に
「
地
熱
地
帯
の
多
く
が
国
立
公
園
の
中
に
あ
っ
て
、

発
電
所
を
作
る
の
が
む
ず
か
し
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
」
と
、
そ
の
理

2
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理
由
を
知
ら
れ
た
く
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
ま
し
て
、
そ
れ
で
ユ
ウ

キ
か
ら
同
情
さ
れ
る
こ
と
な
ど
絶
対
に
い
や
だ
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
そ
れ
で
ヤ
ノ
は
ユ
ウ
キ
と
顔
を
合
わ
せ
よ
う
と
し
な
く
な
り
ま

す
。

　
　

ヤ
ノ
が
エ
リ
カ
に
「
家
が
狭せ
ま

く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
」
と
か
、「
ピ
ア
ノ

が
置
け
な
く
て
、
あ
き
ら
め
た
」
な
ど
と
言
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
ヤ

ノ
に
と
っ
て
は
と
て
も
つ
ら
い
こ
と
だ
っ
た
の
だ
と
想
像
で
き
ま
す
。

そ
の
こ
と
を
知
っ
た
ユ
ウ
キ
が
ヤ
ノ
の
心
の
う
ち
を
思
っ
て
、「
挫ざ

折せ
つ

」

「
絶
望
」「
嫉し
っ

妬と

」
な
ど
と
い
う
こ
と
ば
を
な
ら
べ
て
い
ま
す
。「
嫉
妬
」

は
こ
れ
か
ら
青
葉
台
に
進
学
し
よ
う
と
し
て
い
る
ユ
ウ
キ
へ
の
感
情
を

表
し
た
こ
と
ば
で
、
そ
の
感
情
が
ユ
ウ
キ
へ
の
ひ
ど
い
お
こ
な
い
を
起

こ
さ
せ
た
原
因
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

※�　

設
問
の
指
示
や
字
数
・
文
字
指
定
に
従し
た
が

っ
て
い
な
い
も
の
は
不
正

解
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
誤
字
脱だ
つ

字じ

が
一
つ
の
場
合
は
減
点
１
点
、

二
つ
あ
る
場
合
は
減
点
２
点
、
そ
れ
以
上
は
不
正
解
と
し
ま
す
。
ま

た
解
答
の
説
明
に
過
不
足
が
あ
る
場
合
は
減
点
３
点
と
し
ま
す
。

問
七　

ヤ
ノ
か
ら
薄
笑
い
が
消
え
た
の
は
、
ユ
ウ
キ
に
「
…
…
青
葉
台
だ

か
ら
、
な
の
？
」
と
言
わ
れ
て
か
ら
で
す
。
ど
う
し
て
も
知
ら
れ
た
く

な
か
っ
た
事
実
を
ユ
ウ
キ
に
知
ら
れ
た
と
気
づ
い
て
「
薄
笑
い
」
な
ど

し
て
い
る
よ
ゆ
う
が
な
く
な
っ
た
の
で
す
。

問
八　
「
助
け
を
求
め
た
」
と
い
う
の
は
、
ヤ
ノ
の
「
ク
ロ
ダ
と
ヒ
ラ
イ

に
怒ど

鳴な

っ
た
」
行こ
う

為い

を
さ
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
ヤ
ノ
が
ク
ロ
ダ
と
ヒ

ラ
イ
に
怒
鳴
る
こ
と
に
よ
っ
て
助
け
を
求
め
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

う
す
れ
ば
、
い
っ
と
き
は
、
ユ
ウ
キ
と
ふ
た
り
だ
け
で
向
き
合
う
こ
と

が
さ
け
ら
れ
ま
す
。

問
九　
「
逃
げ
場
を
失
っ
て
も
、
ぼ
く
と
向
き
合
お
う
と
し
な
い
」
や

「
逃
げ
場
を
失
っ
た
ヤ
ノ
は
、
や
っ
と
ぼ
く
を
見
た
」
と
あ
り
ま
す
。

ユ
ウ
キ
は
無
意
識
の
う
ち
に
、
ヤ
ノ
を
追
い
詰
め
れ
ば
、
自
分
と
向
き

合
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
か
ん
が
え
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

問
十　

こ
の
と
き
の
ユ
ウ
キ
の
心
理
が
「
お
ま
え
な
ん
か
、
と
見
下
し
て

も
い
な
い
。
怒お
こ

っ
て
い
る
。
で
も
、
悲
し
そ
う
で
も
あ
る
」
と
説
明
し

て
い
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
気
持
ち
を
も
う
一
度
え

が
い
て
い
る
の
で
す
。
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�　

重し
げ

松ま
つ

清き
よ
し

の
「
星
の
か
け
ら
」
か
ら
出
題
し
ま
し
た
。

　

ヤ
ノ
は
な
ぜ
か
ユ
ウ
キ
に
し
つ
こ
く
か
ら
ん
で
き
ま
す
。
ど
う
し
て
ヤ

ノ
は
そ
ん
な
こ
と
を
す
る
の
か
ユ
ウ
キ
に
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
、
そ
の
理
由
に
見
当
が
つ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

す
る
と
、
ユ
ウ
キ
の
ヤ
ノ
を
見
る
目
が
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
ユ
ウ
キ

は
ヤ
ノ
に
も
、
い
つ
ま
で
も
ひ
と
に
嫉し
っ

妬と

ば
か
り
し
て
い
な
い
で
、
自
分

の
力
で
歩
き
出
し
て
ほ
し
い
と
願
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

問
一　

次
の
よ
う
な
こ
と
ば
に
な
り
ま
す
。

　

Ａ�　

耳
を
か
た
む
け
る
と
い
い
ま
す
。
相
手
の
話
を
ち
ゃ
ん
と
聞
こ
う

と
す
る
こ
と
で
す
。

　

Ｂ�　

口
に
し
て
い
な
い
と
い
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
は
話
し
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。

問
二　

自
分
で
自
分
の
こ
と
ば
に
う
な
ず
い
て
い
る
よ
う
す
を
想
像
し
て

く
だ
さ
い
。
自
分
の
こ
と
ば
が
正
し
い
と
い
う
こ
と
を
う
な
ず
く
こ
と

で
確か
く

認に
ん

し
て
い
る
の
で
す
。
で
す
か
ら「
う
な
ず
き
な
が
ら
つ
づ
け
た
」

と
い
う
の
は
、
自
分
の
こ
と
ば
が
正
し
い
と
い
う
こ
と
を
自
分
で
確
認

し
な
が
ら
次
へ
進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
三　
「
不
意
に
黙だ
ま

り
込こ

ん
だ
」
の
は
、
自
分
が
考
え
つ
い
た
内
容
に
自

分
で
お
ど
ろ
い
た
か
ら
で
す
。「
言
い
か
け
た
言
葉
を
ご
く
ん
と
呑の

み

込こ

ん
で
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
こ
と
は
み
ん
な
に
は
言
わ
な
い
ほ
う
が

い
い
と
考
え
た
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。
当
時
の
ヤ
ノ
の
こ
と
を
知
っ

て
い
る
お
ば
さ
ん
が
、
そ
こ
で
強
引
に
話
を
う
ち
き
ら
せ
た
の
も
、
そ

の
た
め
で
す
。

問
四　

こ
の
あ
と
に
、「
で
も
、
三
人
に
詰つ

め
寄
ら
れ
…
…
う
つ
む
い
た

の
は
確
か
だ
っ
た
」
と
あ
り
ま
す
。
自
分
が
「
う
つ
む
い
た
」
こ
と
を

思
い
出
し
た
ユ
ウ
キ
は
、
そ
れ
を
ク
ロ
ダ
が
「
う
な
ず
い
た
」
と
う
け

と
っ
た
の
だ
ろ
う
と
気
が
つ
い
た
の
で
す
。
う
つ
む
く
動
作
と
う
な
ず

く
動
作
と
は
似
て
い
ま
す
の
で
、
ま
ち
が
っ
て
う
け
と
ら
れ
る
こ
と
も

あ
る
の
で
し
ょ
う
。

問
五　

直
前
に
「
そ
う
す
れ
ば
、
す
べ
て
は
解
決
す
る
」
と
あ
り
ま
す
。

誓せ
い

約や
く

書し
ょ

を
見
せ
れ
ば
先
生
も
、
ヤ
ノ
が
い
じ
め
を
し
て
い
た
こ
と
を
み

と
め
、
い
じ
め
は
お
さ
ま
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ユ
ウ
キ
自

身
の
課
題
は
解
決
し
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
ユ
ウ
キ
は「
逃に

げ
た
く
は
な
い
」

と
ヤ
ノ
に
た
ち
む
か
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
さ
ら
に
は
い
ま
ま
で
と

は
逆
に
、
ヤ
ノ
を
ロ
ッ
カ
ー
に
追
い
詰
め
ま
す
。
そ
の
と
き
に
ユ
ウ
キ

が
心
に
思
っ
て
い
た
の
が
「
み
ん
な
、
自
分
の
力
で
歩
い
て
い
か
な
い

と
、
だ
め
な
の
」
と
い
う
フ
ミ
ち
ゃ
ん
の
言
葉
で
す
。
ユ
ウ
キ
は
先
生

の
力
を
借
り
て
い
じ
め
を
克こ
く

服ふ
く

す
る
の
で
は
な
く
、
自
分
自
身
の
力
で

い
じ
め
を
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
の
で
し
ょ
う
。

問
六　

そ
の
と
き
、
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
ユ
ウ
キ
が
「
…
…
青
葉
台
だ

か
ら
、
な
の
？
」
と
ヤ
ノ
に
た
ず
ね
て
い
ま
す
。
ユ
ウ
キ
が
青
葉
台
を

受
け
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
ヤ
ノ
に
は
気
に
入
ら
な
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
つ
い
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
一
言
で
ヤ
ノ
の
視し

線せ
ん

か
ら
「
薄う
す

笑わ
ら

い
が
消
え
た
」
の
で
、
ユ
ウ
キ
は
「
当
た
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
確
信
し

た
の
で
し
ょ
う
。「
も
し
、
オ
レ
の
志
望
校
が
青
葉
台
じ
ゃ
な
か
っ
た

ら
…
…
」
と
さ
ら
に
念ね
ん

押お

し
ま
で
し
て
い
ま
す
。
ヤ
ノ
は
ほ
ん
と
う
の

1
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